
 

１　平成29年中の県内の火災発生状況

平成29年中（平成29年１月～12月）の県内の火災発生状況は下表のとおりです。
○　全出火件数は477件で、前年より96件減少しました。
○　建物火災は341件で、前年より53件減少しました。
○　林野火災は12件で、前年より8件減少しました。
○　火災による死者数は34人で、前年より15人減少しました。
○　高齢者の死者数は24人で、前年より2人増加しました。

477 -96 ( -16.8 %) -184 ( -27.8 %) 573 661

341 -53 ( -13.5 %) -105 ( -23.5 %) 394 446

193 -33 ( -14.6 %) -64 ( -24.8 %) 226 257

12 -8 ( -40.0 %) -13 ( -51.0 %) 20 25

52 -9 ( -14.8 %) -25 ( -32.0 %) 61 77

1 1 ( 皆増  ) 0 ( 42.9 %) 0 0.7

0 0 ( －  ) 0 ( －  ) 0 0

71 -27 ( -27.6 %) -43 ( -37.5 %) 98 114

34 -15 ( -30.6 %) -10 ( -23.4 %) 49 44

27 -4 ( -12.9 %) -5 ( -15.6 %) 31 32

25 -2 ( -7.4 %) -3 ( -11.0 %) 27 28

住宅火災 25 1 ( 4.2 %) -1 ( -3.1 %) 24 26

7 -11 ( -61.1 %) -5 ( -43.5 %) 18 12

24 2 ( 9.1 %) 2 ( 7.6 %) 22 22

19 -2 ( -9.5 %) 0 ( -1.0 %) 21 19

18 1 ( 5.9 %) 1 ( 3.4 %) 17 17

住宅火災 18 2 ( 12.5 %) 2 ( 11.1 %) 16 16

5 4 ( 400.0 %) 2 ( 61.3 %) 1 3.1

94 -44 ( -31.9 %) -42 ( -30.7 %) 138 136

2,676 -668 ( -20.0 %) 273 ( 11.3 %) 3,344 2,404

612 -237 ( -27.9 %) -129 ( -17.4 %) 849 741

38,008 -29,348 ( -43.6 %) -2,322 ( -5.8 %) 67,356 40,330

2.08 2.48 2.79

※放火自殺等：放火自殺者、放火自殺の巻添者及び放火殺人の犠牲者
※出火率：人口１万人当たりの出火件数
※過去10年平均は平成19年から平成28年の平均
※その他火災は空き地や田畑、河川敷などで出火した件数
※住宅火災には住宅の敷地内で発生した物置や車庫等の火災も含む

＜参考：糸魚川市大規模火災について＞

※　住宅火災には該当しません
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○　放火自殺等を除く死者は27人で、前年より4人減少しました。そのうち65歳以上の高齢者は19人で、
    70.4％を占めています。

　建物火災

区分/年別 平成28年

出火件数(件)

過去10年平均との比較平成28年との比較

種別 死者数 負傷者数 損害額 焼損棟数 焼損床面積

建物火災
1件

0人 17人 1,077（百万円） 147棟 30,213㎡



 

２　平成29年中の火災の特徴

（１）出火件数

　平成29年中の全出火件数は477件で、前年より96件減少しました。

　平成29年の月別出火件数では、乾燥した日が続いた、4月、5月に火災が多く発生しまし
た。
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　火災種別出火件数では、「建物火災」が最も多く341件でした。（前年比53件減）「建物
火災」が全火災に占める割合は71.5％（前年68.8％）となっています。
　「建物火災」のうち「住宅火災(併用住宅、共同住宅含む。以下同じ。)」は193件で、前
年に比べ33件減少しました。「住宅火災」が全火災に占める割合は40.5％、また「建物火
災」の56.6%を占めています。
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H２９　１日当たり

（２）損害額

　　平成29年中の火災による損害額は、26億7552万円で、前年より6億6820万円減少しまし
た。
　また、火災１件当たりの損害額は561万円で、前年より23万円減少しました。
　１日当たりに換算すると733万円となっています。

（３）焼損棟数と焼損床面積

　平成29年中の焼損棟数は612棟となり、昨年より237件減少しました。
　また、焼損床面積は38,008㎡となり、昨年より29,348㎡減少しました。
　過去10年平均と比較すると、焼損棟数は129件、焼損床面積は2,322㎡減少しました。
　（糸魚川市大規模火災：焼損棟数147棟、焼損床面積30,213㎡）
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（４）出火原因

　全火災477件の出火原因は、｢ストーブ｣が41件で最も多く、次いで「放火」が39件、｢こ
んろ｣が35件、「たき火」が28件、「電灯電話等の配線」が23件となっています。
　「放火」と「放火の疑い」を合わせた件数は56件で、全出火件数の11.7％(前年12.2％）
を占めています。
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　建物火災341件の出火原因は、「ストーブ」が41件で最も多く、次いで「こんろ」が34
件、「放火」が30件、「電灯電話等の配線」が20件、「たばこ」が19件となっています。
　「放火」と「放火の疑い」を合わせた件数は40件で全建物火災出火件数の11.7％(前年
10.2％）を占めています。

47

36

23

28

21

22

17

12

9

3

14

5

13

5

4

4

2

6

3

2

2

2

1

1

0

0

60

52

41

34

30

20

19

12

12

10

10

8

7

7

4

4

4

3

3

2

2

1

1

0

0

0

0

0

45

62

0 20 40 60 80

ストーブ

こんろ

放火

電灯電話等の配線

たばこ

電気装置

放火の疑い

電気機器

配線器具

マッチ・ライター

たき火

取灰

煙突・煙道

風呂かまど

火あそび

焼却炉

火入れ

溶接機・切断機

灯火

こたつ

炉

かまど

排気管

内燃機関

ボイラー

衝突の火花

その他

不明・調査中

出火件数（件）

建物火災の出火原因

平成28年

平成29年

建物火災件数
平成28年 394件
平成29年 341件



 

　住宅火災193件の出火原因は、｢ストーブ｣が30件で最も多く、次いで｢こんろ｣と「放火」
が21件、「たばこ」が16件、「電灯電話等の配線」が13件となっています。
　「ストーブ」「こんろ」「たばこ」を合わせた件数は67件で、住宅火災件数の34.7％を
占めています。
　また、「放火」「放火の疑い」を合わせた件数は25件で、住宅火災件数の13.0％(前年
9.3％）を占めています。
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（５）死　者　数

　平成29年中の火災による全死者数は34人で、前年より15人減少しました。このうち、放火
自殺等を除く死者数が27人で、前年に比べ4人減少しました。放火自殺等による死者数は7人
で、前年に比べ11人減少しました。

　火災種別死者数では、平成29年中は「建物火災」による死者が29人で、前年に比べ7人減
少しました。また、「住宅火災」による死者は28人で、前年に比べ5人減少しました。
　なお、「建物火災」の死者に占める「住宅火災」の死者の割合96.6%で、出火件数の割合
56.6％と比較して非常に高くなっています。
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　65歳以上の高齢者の死者数は24人で、前年に比べ2人増加しました。そのうち「建物火
災」による死者数が21人で、全高齢者死者数の87.5％を占めています。

　平成29年中の放火自殺等を除く死者27人のうち、住宅火災による死者は25人で、92.6％を
占めています。
　また、住宅火災による死者25人のうち、65歳以上の高齢者は18人で、72.0％を占めていま
す。
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（６）出火原因別死者数

　平成29年中の出火原因別死者数は、「放火(疑いも含む)」及び「ストーブ」が7人でもっ
と多くなっています。
　また、65歳以上の高齢者では、「ストーブ」が7人で最も多くなっています。
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（７）死者の発生した経過

　平成29年中の死者の発生した経過は、「逃げ遅れ」が19人で最も多く、次いで「放火自
殺等」が7人でした。放火自殺等を除く死者数27人のうち「逃げ遅れ」は70.4％を占めてい
ます。
　また、65歳以上の高齢者では、「逃げ遅れ」が13人で最も多くなっています。放火自殺
等を除く高齢者死者数19人のうち「逃げ遅れ」は68.4％を占めています。
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